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【補正対象項目名】０２９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９１】
【化４４】
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【化４５】

　本発明の一実施形態において、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約９μＭ以下
である表１の化合物から選択される。他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結
合親和性が約５μＭ以下である表１の化合物から選択される。他の実施形態では、ＰＩ３
Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約３μＭ以下である表１の化合物から選択される。Ｐ
Ｉ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約１．５μＭ以下である表１の化合物から選択さ
れる。他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約１μＭ以下である
表１の化合物から選択される。他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和
性が約０．６μＭ以下である表１の化合物から選択される。他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ
阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約０．３μＭ以下である表１の化合物から選択される。
他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約０．２μＭ以下である表
１の化合物から選択される。他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性
が約０．１μＭ以下である表１の化合物から選択される。他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻
害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約０．０４μＭ以下である表１の化合物から選択される。
他の実施形態では、ＰＩ３Ｋ阻害剤は、ＰＩ３Ｋ結合親和性が約０．０２０μＭ以下であ
る表１の化合物から選択される。
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